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○
生物学
Biology

生物学の中でも特に人における細胞や組織、臓器の
働きなどを中心に学習します。

1
通 90 6 ○ ○ ○

○
情報社会学
Sociology

コンピュータを使用して情報の整理の方法を学び、
カルテ作成などに生かします。 1

2学期 30 2 ○ ○ ○

○
保健体育

Health and Physical
Education

適度な運動を取り入れることの重要性を理解し、日
常の生活にも役立てられるように簡単なストレッチ
やトレーニングの方法を学びます。体を動かしなが
ら自然な形で骨格筋の名前や働きにも興味を持ちま
しょう。

1
3学期 30 2 ○ ○ ○

○

日本語基礎
General

Education For Oriental
Medicine

日本語の美しさに気づき、その中に表現される自然
観を持てるようにします。また、会話を通じて自分
や他者に向き合える練習をします。

１
2学期 30 2 ○ ○ ○

○
セルフ

プロモーション
Self-promotion

これからの人生を生き生き輝くために、迷いや不安
をどう理解し解釈し処理をしていくか、自分らしく
生きていくための考えるヒントを学びます。

１
1・2学

期
30 2 ○ ○ ○

○
解剖学Ⅰ
AnatomyⅠ

人体の構造を骨格や筋など運動器系を中心に体の基
本構造を学習します。

１
通 90 6 ○ ○ ○

○
解剖学Ⅱ
AnatomyⅡ

神経系、循環器系、感覚器系の仕組みと働きについ
て学習します

２
通 60 4 ○ ○ ○

○
運動学

Kinesiology

人間の運動を科学的に分析し、正常な運動について
理解を深めます。

２
3学期 30 2 ○ ○ ○

○
生理学Ⅰ

PhysiologyⅠ

正常な人体の働きについて学びます。生理学Ⅰでは
神経・感覚を中心に体の中で情報がどのように伝わ
り処理されるかを学びます。

１
通 90 6 ○ ○ ○

○
生理学Ⅱ

PhysiologyⅡ

生理学Ⅰをふまえて、生理学Ⅱでは内分泌、生殖
器、運動、筋の生理学を中心に学びます。 ２

通 90 6 ○ ○ ○

○
病理学

Pathology
疾病を様々な視点から理解し、病態生理の視点から
も病気のメカニズムが捉えられるようにします。

２
通 90 6 ○ ○ ○

○
臨床医学総論

Clinical Medicine
General Remarks

臨床に必要な適切な診察法、及び治療に関する医学
的知識・検査法や専門用語について学習し、主な症
候について精通できるようにします。

２
通 90 6 ○ ○ ○

○
臨床医学各論Ⅰ

Clinical Medicine
Itemized DiscussionⅠ

複雑に多様化する現代の疾病構造を学びます。当講
座では、感染症、整形外科疾患、消化器系疾患、呼
吸器系疾患、循環器疾患、代謝疾患、血液疾患を学
びます。

２
通 90 6 ○ ○ ○

○
臨床医学各論Ⅱ

Clinical Medicine
Itemized DiscussionⅡ

臨床医学各論Ⅰをふまえて、神経疾患、膠原病、泌
尿器疾患、及びその他の疾患を学びます。その後、
国家試験対策として、臨床医学各論Ⅰの分も含めて
総合的に復習していきます。

３
1学期 30 2 ○ ○ ○

○
ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学
Rehabilitation

Medicine

リハビリテーション医学の基本的な知識、評価法、
診断、技術の実際を学習します。 ３

1学期
2学期

60 4 ○ ○ ○

○
衛生学・

公衆衛生

Public Health

疾病予防の健康と保持・増進のための知識を学びま
す。社会や環境の変化など統計学により分析し考察
していきます。

１
通 90 6 ○ ○ ○

○
東洋医学概論Ⅰ

Oriental Medicine
IntroductionⅠ

陰陽五行、精気、血、津液、五臓六腑など東洋医学
の世界観の基本を学びます。 １

通 90 6 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程鍼灸科）2023年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
東洋医学概論Ⅱ

Oriental Medicine
IntroductionⅡ

東洋医学概論Ⅰをベースに更に診断、臨床に繋がる
ように四診、病因病機、弁証論治について学習を深
めます。

2
1学期
2学期

60 4 ○ ○ ○

○

経絡経穴概論Ⅰ
Outline of the
Meridians and

Acupuncture PointsⅠ

十四経を中心に流注やそれぞれの経の経穴について
基本を学びます。経穴は鍼や灸をする治療点となる
ので、経穴の特徴や主治を理解していきます。ま
た、これ以外の重要な奇穴も学び、臨床で必要な基
本の穴を覚えるようにします。

１
通 90 6 ○ ○ ○

○

東洋医学臨床論
Oriental Medicine Clinical

Theory

臨床の現場で遭遇する代表的な疾患について東洋医
学と現代医学のそれぞれの立場で捉えられるように
し、治療方法が組み立てられるようにします。

２
通 90 6 ○ ○ ○ ○

○

臨床経絡経穴
Clinical Meridians and

Acupuncture Points

鍼灸をする上で解剖学的構造を理解し、安全で効果
的な治療に結びつくように知識を深めます。基本的
な取穴はもとより経穴の穴性や治効を学びます。 ３

通 90 6 ○ ○ ○

○

あはき診断の
応用

Massage, Acupuncture
and Moxibustion for
Advance Diacrisis

診察の結果をもとに、治療の適不適を判断し、適切
な治療ができるように知識を深めます。

３
1学期 30 2 ○ ○ ○

○

生体観察
（体表解剖学）
Somatoscopy

(Surface Anatomy)

体表を観察し、皮膚表面に見える筋のふくらみや骨
の隆起、くぼみなどの触診ができるようにします。

３
1学期 30 2 ○ ○ ○

○

はりきゅう理論Ⅰ
Acupuncture and

Moxibustion TheoryⅠ

鍼灸施術の意義や鍼灸の用具や施術の方法など、基
礎知識を学びます。また、リスク管理の基本につい
て過誤、副作用、感染症対策などについて学びま
す。

1
3学期 30 2 ○ ○ ○

○
はりきゅう理論Ⅱ
Acupuncture and

Moxibustion TheoryⅡ

痛み、自律神経、免疫系、関連学説など鍼灸の一般
的な治効理論について生理学的な視点で理解を深め
ます。

2
1学期
2学期

60 4 ○ ○ ○

○

医療概論
（あはき史）
（社会保障制度）

（医療倫理）
Medicine Introduction
(Ahaki History, Social
Security and Medical

Ethics)

医療の全体像を学び、医療の原点とその社会的展開
を考える。歴史、倫理観、社会保障制度を学び、医
療従事者としての心構えを深めます。

1
2学期 30 2 ○ ○ ○

○
関係法規

Regulations

変わりゆく医療に対して業務に必要な法令を理解し
鍼灸師として社会的な貢献ができるようにします。
具体的には業務、試験、患者の人権などについて学
びます。

３
1学期 30 2 ○ ○ ○

○

はりきゅう実技Ⅰ
Acupuncture

・Moxibustion
Practical SkillsⅠ

はり実技を中心に学習を進めます。鍼の基本操作を
繰り返し練習します。施術は臨床上安全な部位の経
穴を使用するが、痛みを感じさせない刺入ができる
ようにすることを目標とします。

1
通 90 3 ○ ○ ○ ○

○

はりきゅう実技Ⅱ
Acupuncture

・Moxibustion
Practical SkillsⅡ

きゅう実技を中心に学習を進めます。灸をすえる基
本を学びます。練習は授業中だけでなく、毎日繰り
返して行い習慣化していきます。 1

通 90 3 ○ ○ ○ ○

○

はりきゅう実技Ⅲ
Acupuncture

・Moxibustion
Practical SkillsⅢ

鍼施術の基本である１７手技を中心に具体的な刺激
のバリエーションを学びます。

２
通 90 3 ○ ○ ○ ○ ○



○

はりきゅう実技Ⅳ
Acupuncture

・Moxibustion
Practical SkillsⅣ

様々な灸の方法を学習し、疾患に対して効果的な方
法で灸ができるようにします。

２
通 90 3 ○ ○ ○ ○ ○

○

はりきゅう実技Ⅴ
Acupuncture
・Moxibustion

Practical SkillsⅤ

基本的な疾患に対して、代表的な選穴を知り安全に
鍼を刺入、または灸をすえることができるようにし
ます。

３
1学期
2学期

60 2 ○ ○ ○ ○

○

臨床実習認定講座
Authorized Practical
Seminar for Clinical

Practice

臨床実習時に必要な基本的な知識を学びます。認定
試験に合格した学生は、２年次以降の臨床実習を受
講することができます。 1

3学期 30 1 〇 ○ ○

○
臨床実習Ⅰ

Clinical PracticeⅠ

医療面接や基本の検査をした後、はりきゅうが行え
るようにします。施術は教員の指示通りにできるよ
うにしていきます。

２
3学期 45 1 〇 ○ ○ ○

○
臨床実習Ⅱ

Clinical PracticeⅡ
３

1学期 45 1 〇 ○ ○ ○ ○

○
臨床実習Ⅲ

Clinical PracticeⅢ
３

1学期 45 1 〇 ○ ○ ○ ○

○
臨床実習Ⅳ

Clinical PracticeⅣ
３

1学期 45 1 〇 ○ ○ ○ ○

○
総合医学特論Ⅰ

Holistic Medical
TheoryⅠ

これまで学んだ学習内容を総合してまとめます。主
に国家試験対策になります。

３
1学期
2学期

90 6 ○ ○

○
総合医学特論Ⅱ

Holistic Medical
TheoryⅡ

これまで学んだ学習内容を総合してまとめます。主
に国家試験対策になります。

３
2学期
3学期

90 6 ○ ○

○
総合医学特論Ⅲ

Holistic Medical
TheoryⅢ

これまで学んだ学習内容を総合してまとめます。主
に国家試験対策になります。

３
2学期
3学期

90 6 ○ ○

○
総合医学特論Ⅳ

Holistic Medical
TheoryⅣ

これまで学んだ学習内容を総合してまとめます。主
に国家試験対策になります。

３
2学期
3学期

60 4 ○ ○

○
総合医学特論Ⅴ

Holistic Medical
TheoryⅤ

これまで学んだ学習内容を総合してまとめます。主
に国家試験対策になります。

３
2学期
3学期

60 4 ○ ○

　　42科目

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

履修すべき学科目のうち、履修を認定されない学科目（不合格）が1科目以上あれば、原則進
級・卒業できない。

１学年の学期区分 3期
１学期の授業期間 15週

（留意事項）

基本的な医療面接、適切な検査、病態把握をしま
す。そこから、訴えに対して最も適した治療方法を
選択し、決められた時間の中で施術できるようにし
ます。また、健康増進、疾患の予防のために東洋医
学・現代医学がどのように役立つかを常に考え、患
者指導に繋がるように知識を構築していきます。臨
床実習Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの中で治療経過を観察し、カン
ファレンスを通じて、疾患についてまとめをしてい
きます。

合計 2670単位時間(   155単位)


